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カラマツ !m 伐材のパルプイヒ

校 コえ; IJI 

The late Fumih勛o Kll<':UﾇHl and TSUt0D11は KAYAMA: Kraft Pulping of 

Thinnings of L,rrch 

(Res己arch materials) 

要 旨:カ j"7 'J rmt人 .þj 取j)\ j の一つの)UJ足1 として、ペノレブ羽としての巡忍を知るとと在日約とレ

て v タラウト JjJ乙よるノ-;:)レノ。イヒの投ノ缶行なったの

試rii主人[五日付、b阪のじり 11;; ，'1 で 3 ほとんどは一樹齢のもので9 それぞれ Jt~J:ï:Jjの lfÆなるにを~JÈJY ，

_<Ji?<の認条f:i';(とよりパルプ化試験それなった r コント口…ノレとして牛予ま:也の巽なる成::+:cお総J主主50)

を Y!!い伐材の結果と l乙 'Kえした。

その紡titζ の試験。)%i�1 WJ f~1 で) nP.J伐材 iHlll上前GQ){f.~い礼b三部がわずかに劣るが，一般的に右手]な

結果を示レ，成木に tむ絞 iJF ノマ JレプのiIX.:c%Zおよび性質などに勺いて互選1"，がない ζ とがわかった。

lましかさ

95八~lOO

V'ド rm カラマツ村のパルプイヒについてば， tz くから多くの研究がある c 慾者もんラフトノマJμツJイ blとついア

の研究を允lと総舟 υた1)。 そ?の 1日UfG，多くの研究者が認めたように，心H'立パループイ!~， iJR日などに不利な

影響そ与えた。多くの液ffIJて1え l~) J::げた試料はftιドが:1::-C ， 主J おかたのと阪は心材および抽出分の少ない

〈力撮令Aこがノ干ノ".プ化;ど i恋していると子惣怠れている。

いつまでもなく， !li{jミパ)[/ブ守寸のひっ ;8を背景iζ，カラマツの間iえ材や廃材の jt~i jJnlこともなう ζ れらの

手11}ちは重姿な I L\J 犯となってきたの

近年， ，yJc lÜの研究2)では樹 ïWj，樹民成長のi透速などの試料別l乙辺.t:J，心i;;j，混合などに分けてクラ

フトノ~)レプイヒぞ試みたが， それぞj iノの試料の特じさにより，ノマJレプの収}終および強j交にわずか!J2Q~のあるこ

とを明j らか iとしたじ

この試験では，木材部から {El~{へされたカラマツ JiZ::+:丸太 1 本じ;点/1':とは生角的の異なる F'ö--'株分内か

ら伐採した HI1， J二 r~i~; rJ)災なる間伐材 5 本会試料?と L~ 尚一条f'FFでクラブトパルプイヒをli ない， f!日伐材がj寸

Jレプt;jとしてト分?と佼JU できるか百かそ検討した，

なお，との試験再会実行するにあたり，木材郎から終授の一掃をお拐していただいた ζ とぞ採泌する。

1- 1 産地

成 木:長野?辻本本局 L岡常林j>>~1ff 内

1 官744'11 月初日受務
(lH2) 林際化学部

1. 試料

本十:産化学一1 For. Prod , Chem, '-"l 
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表1.供;式;ぶ
一一一一一日4

試料悉\j 1 】間伐2 �3 4 5 67  8 9 

様 55r] 成木 材叩 i記伐材悶州知伐材間伐材製服判部:料

地上高*(m) !6. 2~-.9. !3. 2~~6. 辺
〈話‘ 2~~ 9.2へJ 9.2~，. 9.2戸、ノ

jO. 2.~.3‘ど
1 ~町 2 12.2 126 ;7, 

illir 1手 (cm)

オYじミ
ド[J 27 ‘ 8 17.8 8 ‘ 7 10.2 11. 6 i 円、).3 16.8 
仁i 26 ‘ 7 12.5 6.0 6.8 7. f , ウ. .ト7 11. 7 

輸数
!::I 50 22 16 14 12 16 22 
口 45 17 1¥ 10 日 10 

心村吉Ciili:i壬(cm)
21. :5 1 勺0. 弓、 5 唱。 6.3 も.2 5.8 ハフ?民じ 仁仁!] 

l2.8 
20.3 8.9 2.3 2.6 2.9 2. 7 8.3 

心材音ß年総数
32 12 。 、r,J 13 コ来じ 口日 5 7 
30 7.，、，も 4 4 3 4 日

心コロ材 ネ(%ロ) 
59 ‘ 81 57.52 33.03 38.05 28.57 31. 71 58.05 

米 仁1 57 “ 81 50.69 14.6ヲ 14.62 15.36 12.20 54.37 

樹皮!手
フじ n 6--¥0 5~. 1O 4-~6 、つJ 、--ι 氏U ，3 ，~~) 3~5 5'.....'1 

;-1'. ロ 与-.__， 5 3へ， 5 3へ-4 2，ヘ/1 J ，....〆 4 2円以 3.~-5 

i'l:) *ぃ地 i一角l立地と約O.2mで伐採し， :im どと K皇居断したものから記事事。

制，製:t;t，符絞 i立供試オミと[巧ー林内から採取した他の間伐材と0::f雪地の異なる Þx水の他の材とを製材した廃材

から選んだり

!渇伐木:長野~小県lJH芝門nr大門字戸際沢造林地の第二次間伐材

1.2 試料調整

伐採後約 1 か月経過した長さ 3m のカラマツ丸太を約 4.cm にひき言語り， 小712スラヅチッパーにより

チップを製造した。チップl主総大)七部などを除き，よく浪手口し，水分の平均化と蒸発を防ぐためどニ，ー

ノレ袋lこ入れ，…定期間放震後試験lこ供した。参考のため成木，間伐材滋合0)袋本j一千?板を臼球〈ほとんど辺

材)， と7]f;事長(ほとんど心材〉とに分けて， r弓じようにチップを製造し， 試験lと供した。{おJt7仁の言千ぷlHま

表 11ζ示す。

2. 試験法

2.1 {，共絞フドの性質

チップの密Ellま Jrs P 8014 の)'f訟により，その他アルコール・ベンゼ、ン1'J託子分を JIS P 8010 により，

リグニン含有2与を JIS P8008 により分析を行なったの 全部について行なわず9 成*および

間伐材の地上高の異なる単一木についてのみ行なった。試料 7 はとくに4足元の部分なので 2 等分し， -七

一円ζ分けて試料 1 と 6 1TiJ 1践の測定を行なった。供試オ、の性質iま表 2 のとおりである n

2.2 蒸解

ウェットチップと気乾チップの総乾 500 g 相当還を， 4l ;g:ステンレ/ススチ炉づレ製オートクレーブ(交i

R寺滋皮 tj %'Jillmí立袋鐙付〉によりクラフト蒸解した。議j解条件は允lと筆者がねなった滋自nJノ'';;)レプを日擦と
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する条件必X:ill(}~ す吋、どっ、ðj:ι)_.;r: Vj:.. 

全h'it十「ノレ)] 1) : 18対 (Nal) して)

ü':10 .fl二!支 : 25:/tJ 

主主"当i.ú'lL[交 : 1.70'C, 会1j)J:! II'!:iU : L :;11;1! :"j , j'h�.j!;II)J 汁j: L 

ットグツ~/)， 5/kg (矢i松チップ1iixlお; (j likg (ウ

、'事 一令

7~ つえしん♂♂ず(ì 1次試ノ'1::'bi L ;/こ。ウムツトチッノ{J: 0~ ノトドが凶

解約);~t，士夫 81とノj

パルプの強度2.3 

、ノ叶ぶ l'it CSF 220, 20 rn! iこ rq }í'ií' し，えら 1 '0 tこ P りレアつについて .)IS P 8210 によ PFI え Jρ い?

ートを作製し市法{とより 'Jョißミ:試験寸前なった (JlS P 8209 , 8112, 8113, 8115 :[3 J つ;8116)。必皮υJ刈

ノi:.>Y:Ji*~土友 4\乙 ;1三 j 、。
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災，1. j投!主試験結果

(61. (0. 

'+, 000 6~'. ().U72 

�:U ()I付の数日:áì'主主i粍チップのが~5Ko

3. 結巣および考察

8.1 {共~i\本のf金主主

300 
(ヲ， (l, 900) 

2, �O 
(1 , ;00) 

人己 1) 500 

表 2 による

カ;rlfj伐材より

それそ、れのおi体;てがあり， 0.3:39 'Í).428U)泌ドB内にあった。成コた

というれリlれまでていないが，間伐材ではj札[二が低いほど容様性;皮が高い

ィ，\.i:fií.U 去り]、、 [J、ごいる) /t f';Y líß!J>照なるみ こじ')T.hl l 史ジ)樹齢(DUU きで lま :I)J ちか 1，~':1:-t'.hl{\市皮の訟はりιしれない

ものと忠オρ')~-l ど)c MH.jiï'似はil\:l 、数 íl討をノJ\ した【7

アノレコ jレ a ベンゼン 1山jj)(立制約ω 明記木，!j\料 l が必 i~;fj{t-jj¥ t ノ令 つい CIllU二苅の iほい riI!t足利試料 7

が必し、 111司を /J< し。 J!!l， L;:';Î (i) I,(,jl, 討がj法似を -J: し?とハ

リグニ t'l;- {ï 本ば， JtY.木， 日lf文けとのi:日にち，ルjt!i~あるし 1 ~ま6[){~~C日 iJiどち;告し

;1, :2蒸解

災 31こ jJミすように} \1ム利二川斗jþヂ(ん).1、lI j&によ主流鮮の符は~ --_[/ ItU ! ._:えし， ウコツトヂぃ，プ'(})カかよみ併

しにくかった。とれば余ì， !~VI アノレプJ リ添加ネは|勾じでも，校j之が r'; _.(ソトデヮプの )f iß1L\:. くはり，長淡

浸皮:が似低，~ < な Jつ〉たの [でf人， 主ぷ之常俳J平fμiにとt影ぜ?狩今 4去~:Lj ヌ 7たこ七も)()ωJ ピ~考可三え白ら{ì_，るぷ【りF と αの)'克!験i鈴史 7カj ，ら iはI カ ヴ γ ツ I付jιの〕ワ

アプο力がf九，九幻!作を、イ心有1守ît辛引利、叶イtりHこ i券号 ひぴ::<. ζ と lは土 f守LIT'ぷ訓託ül:正t: ざ 1れ11な:/う、 つ た Lο >

チッフのの容積1毛W'!Jえノマルプの号がとの潟係lふわずかではある Yんが法角干しにく

く，ドドがjDï < ~料治;JI 立 i'f\が低く〉ノ f)レプのリグニン合平j ヰE も!日J t' -\ 傾向 í)) ，F0.， られた

二世}尚 lとよる 江上に工 l 、部分ヨなわち日;\';ぐ17 はやや↓十Ifi!:で，えら才し7ヒパJν /Q) lJ グ

ニンネは7. 596~ )tiY~ふ 690といずれも最高の H広告示した υ しかし， 1じのi'\l:{îL iとっし， ，ては著しい奈は認

められなかった。 Jj九ノドおよび製材背紅， とくに 1:1;1弘、のものちょ忠告平溶必乙 ')グニン今有率はら守ノð'ご;九

り，がも1L長かったひ

'1バがと ;i~JW と 0) 侠líiHむそれほど切らかな何tr{iJU:;j< さないが予 11ii火付でも試半↓ 2 および 7 心ように，['.，

村;ががJj\(;，いこ近し、ものは~ 1誌も íLL し 'I;C;)t;1本をもっ試料 6 よりは 1) グ、ニン~;:{j ;f'; ゃ約千こともム品、がi;74ィ工、与

えてし、る"とのととはi[、H が樹齢や-}:{f;役目 IJの初 J~~~~ のほかに，~ -;;筏解 hて lJパノらかの影響をご与えていることがわ
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Uんi験日立小おお、し\て i:r.，よくぷ告示.(~~ ;.し (1" 、る久UÌl i 乙

パ Jl-ブの強度

、 J" 1 , , '/J" l も
円，_. / /)、 4J F 、

ω;こ 1;1't る PF! ミノルD f~，丹'!lj liil 0/1λ 不ス (CS1" 220 ml) fζ ぎI];Jγ';'i';' ゾ 1)
げ吋， ー11. 4 1)) 料ふれによると，

J 〆ニ千f.'i去二円<jレ!日!
、一町、 I ,).v 

.') /j 耳、矧 p:jj がおり宇う ♂ {,' 
:;Y 、'"

は..' {)し f心) 1) グ ω:/<~千 i 本 ())ωc " 

く 5 どがζ;u /，ノ明!n ， ()()Ojijで ïjf堤口氏浅にlJ クニンた (J 〆手、 7 ク庁 iζメナ l.Jf;'-'ソ，ï ， ()()()!' ,\, 取えそうr J，主!!1約1-，

とふ.fJ~\()) i ~_r，:J iC 2) 0001.1..1. 10) ノ;ーが f ずる υノ川J ノヲ/SIのリグニン本ω 咋Eぷによ:ヨ

) 1 らかな似j! Jjトのについては令官主川、;トパルゾむωiノグニン中心とJこ rい

力λ ， 1γρ

、
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(..、 ;L /))予ョi
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tt;. ，ニおし γご、まれずかで jうや
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小1])1]{: [j 1 してケラノト f ノレゾ勺?:三年いq そ Ci) j: 1!!! ;rt<r: げ!けずに
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た号、衿.f ，j:ζ以前父子ふがえら;1:/このほ吹[11長泌 t.
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たね守、ヨヂ、ノ力、 jノぐψrJjl}!Jャっこは !!jfii: t)，からえら1 ノ 3 ハ i l. .~/' (DíJ:1~肢とはおiμ7L りそ

ブ"] 1) 添1;), i 守， tl二ア

二 U り:ツム討0:ノ才占が、ちる v日 !..j-" 〆}ス
d'::..、可ノ'ーしヶj力L!滋を 25ぞJ多く沿いているので守 }{appa f トf/ß低くなっ 7L

こし，1)試験の淡泊iji(糸 VI二 it 依よ七， i� しごし、ど) c メG' L., 
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以上述べた研究の成栄ゃ， ら，カラ? ':I !m伐材はね当に細い部分でも，パルプ{京本とし

て使うことが可能であることが推論できる。しかし，校t，Jについては問題が残ってい心。消端材そどの総

j交までf先日jするかは， チップ製造，とくに求IJt交の問題など種々 ù) )，':際 iflîにおいて分検討し

なければならなし、ことはもらろんである。
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